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記者発表資料               平成 24年 10月 1日 
大阪経済記者クラブ会員各位 

（同時提供先：大阪府政記者会、大阪市政記者クラブ） 

 

「水と光の首都大阪」の都市ブランド向上をめざして 

大阪商工会議所が「水都大阪フェス 2012」連携事業を実施 
～新たな観光拠点「中之島ゲートエリア」、回廊を巡る小型船基地「本町橋 BASE」プロジェクト～ 

 

 

 

 

 

○大阪商工会議所 都市再生委員会（委員長：錢高一善・㈱錢高組社長）は、10月 13日（土）～

21（日）に開催される「水都大阪フェス 2012」にあわせ、中之島西部エリアに新たな水辺の賑

わいをつくる実験「中之島ゲートエリアプロジェクト」や、水と光の回廊を巡る小型船の拠点

「本町橋 BASEプロジェクト」等を実施する。 

 

○中之島西部の「中之島ゲートエリア」では、10 月 13日（土）～21 日（日）に、大阪府ととも

に、大阪市中央卸売市場そばの公園に水辺のオープンレストランを設置するほか、中之島の西

の剣先や公園、川沿いの倉庫などのライトアップ、それらを船上から楽しむ小型船クルーズな

どを実施する。また、個人所有の小型船が係留できる埠頭を実験的に設置し、海と川を繋ぐ新

たな観光拠点としての可能性を調査する。中之島西部エリア全体で、水辺の賑わいづくりに取

り組むのは初めての試み。本会議所は本年 3月、大阪市とともに、「水都大阪の新たな観光拠点」

調査報告をとりまとめ、大阪市中央卸売市場とその周辺地域を水都大阪の新たな観光拠点とす

る方策を提案していた。このたび実施する水辺のオープンレストラン等は同報告に基づく実証

事業として実施するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一方、本年 6 月に本会議所が、水と光の回廊を巡る小型船の拠点として整備すべきと提言した

東横堀川の本町橋船着場とその周辺地域では、「本町橋 BASEプロジェクト」として、10～12月

の 3カ月間に小型船の係留とクルーズ等の社会実験を行う。また、10月中は、本町橋船着場周

辺の川沿いの飲食店が建物と護岸の間の河川空間（公有地）に客席を設ける実験を行う。東横

堀川の沿川地域では現在、河川空間での営業行為が認められていないことから、今回の実験結

果を踏まえて今後のルールづくりに活かす。 

 

○そのほか、10月 13日（土）、14日（日）には、大阪市内の川沿いの飲食店 129店舗に参加を呼

びかけて「大阪水辺バル 2012」を実施するほか、都心部の観光客の回遊性を向上させるために、

まち全体で自転車を共有するコミュニティサイクル事業「コイデコ」を 10月中に実施する。 

【お問合せ先】大阪商工会議所地域振興部 中野・中村 
０６（６９４４）６３２３   

  

中之島 

ゲートエリア 

のイメージ 
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１．「中之島ゲートエリアプロジェクト」概要（詳細は、添付資料①参照） 

期 間： 平成 24年 10月 13日（土）～21日（日）（雨天中止） 

場 所： 中之島西部エリア 

主 催： 大阪商工会議所、大阪府 

内 容： ①水辺のオープンレストラン 

レストラン３店舗（フランス料理、イタリア料理、鯖寿司）が出店。 

土日 11:00～22:00、平日 17:00～22:00 

       ②ライトアップ 

        公園や中之島西の剣先、倉庫等をライトアップし、光で演出。 

③クルーズ 

        10 人乗り小型船で、中之島ゲートエリアを周遊するミニナイトクルーズ。10 月

15日（月）～21日（日）19:00～21:00、毎時 0分 30分発。500円。 

       ④一般小型船舶の一時係留 

        個人が所有する小型船舶の係留場所を、中之島ゲートエリアのほか、北浜・本町

橋・湊町の船着場に設置し、最大 3時間までの係留を行う。  

       

２．小型船基地「本町橋 BASEプロジェクト」概要（詳細は、添付資料②参照） 

期 間： 平成 24年 10月～12月 

場 所： 本町橋船着場とその周辺地域 

主 催： 大阪商工会議所、大阪小型水上旅客船協議会、東横堀川水辺再生協議会 

内 容： ①小型船係留実験とクルーズ（10～12月） 

本町橋船着場に小型船を係留し、チャータークルーズを実施。機動的な運航に向

け、通常は 3 日前までの申請が必要な水門の柔軟運用実験も行う。なお、10 月

18 日（木）19 日（金）には、東横堀川・堂島川ライティング実行委員会（大阪

商工会議所、阪神高速道路株式会社などがメンバー）の主催で「映像エンターテ

インメントクルーズ」も行う。 

②地先利用実験（10月） 

川沿いの 2店舗が、建物と護岸の間の河川空間（公用地）に客席を設け、一体的

な店舗として運営する地先利用実験を実施する。 

 

３．「大阪水辺バル2012」概要 （詳細は、添付資料③参照） 

  期 間： 平成 24年 10月 13日（土）～同 14日（日） ＜２日間＞ 

11:00～29:00（営業時間は各店舗により異なる） 

場 所： 天満橋、淀屋橋、北浜、東横堀、中之島公園、ミナミ、大正、福島、 

中之島ゲート（大阪市中央卸売市場前港付近）の９エリア 

参加店： ９エリアの飲食店 129店舗 

主 催： 大阪水辺バル推進協議会（構成：東横堀川水辺再生協議会、大阪シティクルーズ推進協議会等） 

共 催： 大阪商工会議所、水都賑わい創出実行委員会 

内 容： 参加者は、５枚つづりのチケットを購入し（前売り 3,200円/冊）、上記９エリアを

船で巡りながら、飲食を楽しむ。 
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４．コミュニティサイクル事業「コイデコ」概要＞（詳細は、添付資料④参照） 

期 間： 平成24年10月１日（月）～同30日（火） 10:00～19:00 

主 催： コイデコ コミュニティサイクル実行委員会 

（事務局：特定非営利活動法人パブリックスタイル研究所） 

共 催： 大阪商工会議所 

内 容： ・まち全体で自転車を共有する社会実験。大阪市内に設置した15カ所程度のポート

において、自転車の貸出・返却が自由にできる。利用料100円／回。 

      ・コミュニティサイクル事業は、新しい都市交通、観光客・来街者のまちの回遊性 

   を高める手段として世界の主要都市（ロンドン、アムステルダム等）で導入が増 

えている。     

   以 上 

                                       

 

＜添付資料＞ ①「中之島ゲートエリアプロジェクト」フライヤー  

 ②「東横堀水辺新聞」 
        ③「大阪水辺バル 2012」フライヤー  
         ④「コイデコ」フライヤー  

http://www.osaka-info.jp/suito2012/event/S_coideco.html
http://www.osaka-info.jp/suito2012/event/S_oosaka-mizube-bar.html
http://e-yokobori.jp/docs/news11.pdf
http://www.osaka.cci.or.jp/b/pdf12/121003n_gate.pdf
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